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第 56 号 

2015 年 

2 月号 

次
の
講
演
会
は
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト 

 

次
の
講
演
会
は
こ
れ
ま
で
の
趣
向
を
変
え
て
、
ピ

ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。 

来
る
３
月

20
日
（
金
）
に
、
大
泉
学
園
の
ゆ
め
り

あ
ホ
ー
ル
で
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
上
園
賢
一
氏
を
迎
え
て

「
珠
玉
の
ピ
ア
ノ
名
曲
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
と
題
し
て
、

ピ
ア
ノ
の
名
曲
を
解
説
し
な
が
ら
演
奏
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
上
園
氏
は
武
蔵
野
音
楽
大
学
を
卒
業

後
、
有
名
交
響
楽
団
と
の
共
演
、
作
詞
作
曲
や
、

親
し
み
や
す
い
ユ
ニ
ー
ク
な
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
が
話

題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。 

開
場
９
時
、
開
演
が
９
時

30
分
で
、
入
場
は
無

料
で
す
。
春
の
朝
の
ひ
と
時
を
ピ
ア
ノ
の
調
べ
で
ご
堪

能
下
さ
い
。 

詳
細
は
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
各
会

担
当
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

（
Ｗ
Ｈ
Ｃ
ク
ラ
ブ
事
務
局
） 

 

第

22
回
ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー 

来
る
５
月

16
日
の
ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催

に
向
け
て
、
セ
ミ
ナ
ー
企
画
委
員
会
で
は
、
講
師
の

選
定
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

基
調
講
演
の
講
師
は
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
「
ひ
と
み
会
」
の
角 

 

地
徳
久
さ
ん
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

角
地
さ
ん
は
社
会
福
祉
士
、
専
門
職
成
年
後
見

人
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
度
は
「
セ
カ
ン

ド
ラ
イ
フ
の
人
生
設
計
」
“
花
も
実
も
あ
る
も
う
一

つ
の
人
生
に
つ
い
て
”
の
講
演
に
な
る
予
定
で
す
。 

（
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局
）  

春
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク 

 

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
光
ヶ
丘
公
園
に
向
け
て
３

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
す
。 

日
時
は
４
月
２
日
（
火
）
で
、
コ
ー
ス
は
大
泉
東

映 

撮
影
所

T
ジ
ョ
イ
前
、
石
神
井
公
園
駅
、
中
村
橋

駅
を
出
発
点
と
し
て
、
各
コ
ー
ス
と
も
出
発
は
９
時

で
す
。 

 

参
加
費
は
無
料
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
は
５
０
０
円
（
１

口
）
で
練
馬
区
の
葉
っ
ぴ
い
基
金
に
寄
付
す
る
予
定

で
す
。 

今
回
は
、
光
が
丘
公
園
に
集
結
の
後
は
、
自
由

解
散
に
な
り
ま
す
の
で
、
各
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
解
散
後
「
お
花
見
」
な
ど
の
企
画
を
さ
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

詳
細
を
記
し
た
案
内
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
は
、
１
月
末

に
皆
様
に
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
（
Ｃ
Ｃ
Ｗ
事
務
局
） 

 

 
 

（
Ｃ
Ｃ
Ｗ
事
務
局
） 

 



【会員のひろば】 

《
退
職
後
の
居
場
所
作
り
の
始
ま
り
》 

「
新
し
い
高
齢
者
の
会-

-
-
-
-

ね
り

ま
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ-

-
-
-

地

域

に
貢

献

す
る
活
動
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
比

較
的
若
く
て
元
気
な
シ
ニ
ア
の
方
、
新 

し
い
ク
ラ
ブ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
趣
味

の
活
動
な
ど
も
行
い
ま
す
。
」 

平
成
４
年
１
０
月
区
民
の
ひ
ろ
ば
で 

の
呼
び
掛
け
で
す
。 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ 

は
行
き
場
所
の
な
い
私
自
身
の
た
め

で
し
た
。
退
職
の
挨
拶
状
に
も
書
い
た

よ
う
に
６
０
歳
の
退
職
後
は
再
就
職

は
せ
ず
、
何
か
地
域
の
役
に
立
ち
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
区
内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
殆
ど
は
女
性
で
、
私
の

居
場
所
は
全
く
な
い
と
い
う
実
情
で

し
た
。 

一
方
同
じ
思
い
の
シ
ニ
ア
男
性
が
こ 

の
練
馬
区
に
い
る
筈
だ
と
い
う
確
信 

が
あ
り
、
同
志
と
と
も
に
退
職
男
性 

の
居
場
所
を
つ
く
り
た
い
と
の
思
い 

か
ら
の
呼
び
か
け
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
順
調
だ
っ
た

の
で
、
シ
ニ
ア
の
グ
ル
ー
プ
つ
く
り
に
つ
い

て
確
信
が
持

て
、
「
退

職

後

の
居

場

所
の
開
拓
」
を
積
極
化

し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
設
立
か
ら
４
年
後
の 

「
ね
り
ま
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
、
ま

た
そ
の
５
年
後
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
シ
ニ
ア
ふ
れ

あ
い
練
馬
」
、
「
シ
ニ
ア
男
性
料
理
ク

ラ
ブ
」
な
ど
の
立

ち
上

げ
を
併

せ
、

「
退
職
後
の
居
場
所
つ
く
り
」
は
私
の

22
年
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
の
中
で
最
も
長

い
関
わ
り
に
な
り
ま
し
た
。 

今
後
退
職
後
の
時
間
は
狭
ま
る
方

向
に
あ
り
ま
す
が
、
健
康
寿
命

・
生

涯
現
役
を
実
現
す
る
上
で
、
居
場
所

の
重
要
性
は
増
し
て
い
ま
す
。
我
々
と

は
違
っ
た
形
の
居
場
所
も
少
し
ず
つ
増

え
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
か
た
ち
に
せ

よ
首
都
圏
に
、
面
と
し
て
広
が
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

（
ね
り
ま
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

山
本
） 

 

《
美
術
に
親
し
む
ひ
と
と
き
》 

２
月

の
例

会

は
練

馬

区

立

美

術

館
学

芸

員
の
小

野
寛

子

先
生

を
お

招
き
し
、
「
美
術
館
、
展
覧
会
の
あ
れ

こ
れ
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
頂
い
た
。

睦
会
で
は
毎
年
、
練
馬
区
立
美
術
館

で
開
催
さ
れ
る
話
題
の
企
画
展
を
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
付
き
で
鑑
賞
し
て
い

る
。 

 

学
芸
員
の
解
説
を
聴
き
な
が
ら
鑑

賞
す
る
と
作
品
の
意
味
や
背
景
が
わ

か
り
、
何
倍
も
楽
し
め
る
。
今
回
の
話

は
、
学
芸
員
の
仕
事
の
内
容
や
展
覧

会
が
で
き
る
ま
で
の
舞
台
裏
な
ど
、
興

味
深
い
話
だ
っ
た
。
ま
た
、
絵
画
の
「
わ

か
ら
な
い
の
す
す
め
」
と
い
う
面
白
い

見
方
を
聴
い
た
。
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、

考
え
な
い
方
が
い
い
と
い
う
。
わ
か
ら

な
い
と
言
っ
て
、
嫌
い
に
な
る
の
は
つ
ま

ら
な
い
。
わ
か
っ
て
も
わ
か
ら
な
く
て

も
、
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
と
感
じ
る
こ
と

が
大
切
。
「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と

は
、
作
品
の
内
側
を
も
っ
と
知
り
た
い

と
い
う
思
い
で
あ
る
。
「
わ
か
る
」
と
い

う
こ
と
は
、
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
な

の
で
、
ま
ず
美
術
館
で
の
時
間
を
楽
し

む
こ
と
、
と
て
も
い
い
時
間
を
過
ご
し

た
と
思
う
こ
と
だ
と
い
う
。
私
た
ち
の

人
生
に
絵
の
な
い
生
活
な
ど
想
像
で

き
な
い
は
ず
だ
か
ら
。 

開
館
三
十
周
年
を
迎
え
、
明
治
の

新
し
い
浮
世
絵
を
描
い
た
「
小
林
清

親
展
」
、
練
馬
ゆ
か
り
の
彫
刻
家
「
船

越
保
武
展
」
、
美
術
館
初
め
て
の
「
フ

ラ
ン
ス
印
象
派
展
」
な
ど
、
今
年
は
見

逃
せ
な
い
企
画
展
が
並
ぶ
の
で
、
と
て

も
楽
し
み
で
あ
る
。 

 

 



【会員のひろば】 
 

 

《
高
齢
者
の
欧
州
Ｉ
Ｔ
旅
行
》 

 
何
度
か
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
パ
リ
と

ロ
ー
マ
を
丁
寧
に
見
た
い
と
思
い
、
同

行
者
を
募
り
、
５
名
で
９
月
中
旬
か

ら
３
週
間
強
、
パ
リ
か
ら
ロ
ー
マ
へ
の
旅

を
し
た
。
両
都
市
で
の
数
日
は
自
由

行
動
、
た
だ
し
夕
食
は
仲
間
と
楽
し

み
、
宿
は
ア
パ
ー
ト
を
利
用
し
相
部
屋

で
経
費
を
抑
え
た
。
参
加
者
は
発
案

者
の
各
方
面
の
知
人
で
、
相
互
の
面

識
は
な
か
っ
た
が
、
計
画
段
階
で
の
10

回
の
打
ち
合
わ
せ
会
を
通
じ
互
に
理

解
が
進
ん
だ
。
高
齢
で
は
あ
っ
た
が
パ

ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
、
充

実
し
た
旅
と
な
っ
た
の
で
関
連
情
報
を

記
そ
う
。 

１
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
現
地
で
非
常

に
役
立
っ
た
。
①
ネ
ッ
ト
予
約
（
ホ
テ
ル
、

鉄
道
、
美
術

館
等

）
は
チ
ケ
ッ
ト
購

入
の
行
列
が
不
要
、
直
前
割
引
等
に

よ
り
時
間
と
費
用
の
両
面
で
メ
リ
ッ

ト
大
で
あ
る
。
②
ラ
イ
ン
・
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
に
よ
り
、
日
本
の
家
族
・
友
人
た

ち
が
、
こ
ち
ら
の
状
況
を
常
に
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
た
。 

２
．
通
信 

①
現
地
携
帯
電
話
会
社

の
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
と
、
日

本
の
携
帯
会
社
の
海
外
利
用
の
１
割

程
度
の
費
用
で
済
ん
だ
。
②
ホ
テ
ル
の

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
は
問
題
な
か
っ
た
が
、
街

中
に
は
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
が
少
な
い
。

③
相
互
連
絡
は
無
料
の
ラ
イ
ン
電
話

を
利
用
す
る
予
定
で
い
た
が
、
街
路

で
は
騒
音
で
着
信
音
に
気
づ
か
ず
活

用
が
難
し
か
っ
た
。 

３
．
ド
ラ
イ
ブ 

①
ナ
ビ
は
車
載
物
よ

り
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
に
き
め
細
か
い
情

報
が
あ
り
、
両
者
を
併
用
し
た
。
②
グ

ー
グ
ル
マ
ッ
プ
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
な

の
で
、
事
前
に
保
存
す
れ
ば
Ｗ
ｉ-

Ｆ

ｉ
圏
外
で
も
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
現
在
地

表
示
が
可
能
で
便
利
。 

 

事
前
準
備
か
ら
現
地
活
動
ま
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
威
力
を
強
く
感
じ

た
旅
で
あ
っ
た
。 

一
笑
会 

浅
見
眞
一
郎 

 
 

《
東
京
港
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
》 

楽
友
会
で
は
、
11
月

27
日(

火)

、

１
時
間
半
の
東
京
港
一
周
視
察
ク
ル

ー
ジ
ン
グ
を
体
験
し
ま
し
た
。 

 

「
新
東
京
丸
」
は 

天
皇
陛
下
や 

外
国
の
国
賓
も 

乗
船
さ
れ
た
と 

い
う
真
っ
白
い 

優
雅
な
視
察
船 

(

約
２
０
０
㌧)

。 

平
日
に
予
約
制(

定
員

60
名)

で
運
行

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

船
内
は
豪
華
な
雰
囲
気
で
、
係
員

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ

リ
ッ
ジ
を
く
ぐ
り
、
東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ

ッ
ジ
を
見
上
げ
、
赤
い
キ
リ
ン(

カ
ン
ト

リ
ー
ク
レ
ー
ン)

の
コ
ン
テ
ナ
の
積
み
降

ろ
し
・
積
み
上
げ
に
見
惚
れ
て
、
巨
大

な
物
流
拠
点
の
東
京
港
を
海
側
か
ら

視
察
で
き
ま
し
た
。 

晩
秋
の
楽
し
い
一
日
で
し
た
。 

楽
友
会 

上
山
美
沙
子 

 

 
 

 

《
河
口
湖
バ
ス
旅
行
》 

 

11
月
８
日
（
土
）
に
、
一
笑
会
初
の

バ
ス
旅

行

に
参

加
し
た
。
目
的

は
山

梨
で
の
ブ
ド
ウ
狩
り
と
河
口
湖
の
紅

葉
狩
り
、
今
夏
設
立
し
た
カ
メ
ラ
同

好
会
（
写
楽
）
の
腕
試
し
、
そ
し
て
会

員
の
親
睦
。
練
馬
区
役
所
前
発
観
光

バ
ス
は
新
宿
で
満
席
（
外
国
人
も
乗

車
）
。
参
加
会
員
は
女
性
３
名
と
男

性
７
名
。
幸
い
に
も
天
気
予
報
が
外

れ
、
日
が
差

し
始
め
た
。
名
幹
事

が

用
意
し
て
く
れ
た
お
酒
・
飲
物
・
お
つ

ま
み
と
紅
葉
、
楽
し
い
会
話
で
道
中

を
堪
能
し
た
。
勿
論
カ
メ
ラ
の
機
能

や
写
し
方
の
質
疑
に
花
が
咲
い
た
。
途

中
の
混
雑
、
雲
の
合
間
に
写
し
た
富

士
山
な
ど
記
憶
に
残
る
。
河
口
湖
畔

は
観
光
客
で
満
杯
。
そ
の
半
数
以
上

は
、
ア
ジ
ア
の
若
者
。
彼
ら
の
姿
に
過

日
の
自
分
を
見
る
。
日
本
の
若
者
よ
、

ひ
ろ
ば
の
記
事
の
シ
ル
バ
ー
に
負
け
ず

に
、
海
外
に
出
て
見
聞
を
広
め
よ
う
。 

一
笑
会 

久
保
田
秀
夫 

 



☆ 

練
馬
ジ
ャ
ズ
教
室 

３
月
開
講  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ウ
エ
ル
カ
ム
石
神
井
公
園
は
、
昨
年
８
月
の 

サ
マ
ー
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
演
し
て
い
た
だ
い
た 

プ
ロ
歌
手
山
岡
未
樹
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て 

「練
馬
ジ
ャ
ズ
教
室
」を
開
講
し
ま
す
。 

(

日
時
）毎
月
第
１
、
３
月
曜 

15
・
30
～
17
・
00 

(

場
所
）練
馬
区
石
神
井
町
３
の
２
０
の
１
３ 

 
 
 
 
 

中
内
ビ
ル
３
階
（い
ず
み
書
店
階
上
）ブ
ー
ケ 

＊
入
会
金
・月
謝
・教
材
費
な
ど
の
詳
し
い 

お
問
い
合
せ
や
お
申
込
み
は
、
楽
友
会 

下
河
秀
行 

☎
０
８
０―

６
６
０
７―

４
３
２
１ 

【定 

例 

行 

事
】 

☆
話
飲(

ワ
イ
ン)

の
会 

自
由
に
お
弁
当
を
持
ち
こ
み
、
飲
ん
で
食
べ
て
楽
し
く 

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
。 

（月
日
）第
１
金
曜
日
と
第
３
水
曜
日
が
原
則 

（場
所
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・チ
ャ
イ
ハ
ナ
光
が
丘 

 

光
が
丘
駅
よ
り
徒
歩
５
分
。
Ｈ
Ｐ
参
照
。 

(

参
加
費)

５
０
０
円
。 

飲
み
物
代
含
む
。
要
予
約
。 

 
 
 
 
 
 

ワ
イ
ン
・ビ
ー
ル
・コ
ー
ヒ
ー
・紅
茶 

  

（申
込
・問
合
せ
）四
季
会 

吉
村 

☎
０
７
０(

６
５
５
９)

３
９
３
３ 

☆
ユ
ー
モ
ア
サ
ー
ク
ル 

３
分
間
ス
ピ
ー
チ
に
よ
り
、
自
然
に
ユ
ー
モ
ア
感
覚
を

体
得
し
ま
し
ょ
う
。 

（日
時
）奇
数
月
第
４
月
曜
日 

14
・
00
～
17
・
00 

（場
所
）谷
原
出
張
所
（高
野
台
駅
下
車
３
分
）の
予
定 

（会
費
）３
０
０
円
（当
日
参
加
者
） 

（申
込
・問
合
せ
）エ
ル
フ
内
藤
☎
（６
７
６
０
）２
８
１
５ 

☆
囲 

碁 

愛 

好 

会 

み
ん
な
で
楽
し
く
囲
碁
を
！ 

(

日
時
）毎
月
第
２
火
曜
日 

13
・
00
～
17
・
00 

 
 
 
 
 

（そ
の
他
日
曜
又
は
休
日
） 

(

場
所
）サ
ン
ラ
イ
フ
練
馬 

和
室
（２
）・会
議
室 

(

会
費
）年
５
０
０
円 

(

申
込
・問
合
せ
）ま
る
く
会 

伊
藤 

☎
０
９
０
（７
４
１
５
）３
１
６
３ 

 

【編
集
会
議
に
参
加
し
て
】 

 

昨
年
12
月
10
日
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
編
集
委
員
会
に 

出
席
し
た
１
週
間
後
、
救
急
車
で
運
ば
れ
る
身
と

な
ろ
う
と
は
予
想
だ
に
し
て
い
な
か
っ
た
。 

 

虫
垂
炎
で
大
手
術
を
し
て
大
晦
日
に
や
っ
と

帰
宅
す
る
こ
と
が
出
来
た
。 

私
は
昨
年
も
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
活
動
で
忙
し

く
動
き
ま
わ
り
、
わ
が
身
を
振
り
返
え
る
暇
さ
え

な
い
ぐ
ら
い
の
日
日
で
あ
っ
た
。 

大
病
し
て
、
や
っ
と
健
康
の
有
難
さ
が
分
か
っ

た
次
第
で
、
今
後
は
年
相
応
な
活
動
に
切
り
替
え

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

さ
て
、
編
集
委
員
会
に
出
席
し
て
、
日
頃
か
ら

考
え
て
い
る
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

ま
ず
、
編
集
委
員
の
ご
苦
労
を
労
っ
た
上
で
、

①
紙
面
の
マ
ン
ネ
リ
化
の
防
止
、
②
用
紙
の
カ
ラ

ー
化
、
③
写
真
の
鮮
明
化
、
④
Ｎ
Ｓ
Ｎ
ニ
ュ
ー
ス

フ
ァ
イ
ル
の
配
布
、
⑤
Ｗ
Ｈ
Ｃ
講
座
の
ハ
イ
ラ
イ

ト
記
事
欄
の
新
設
等
々
。
予
算
と
紙
面
の
都
合
が

あ
り
、
直
ぐ
に
は
出
来
な
い
と
思
う
が
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
て
、
そ
の
具
体
案
を
提
案
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

楽
友
会 

下
河
秀
行 

                 

編
集
後
記 

年
も
明
け
、
は
や
立
春
を
迎
え
る
候
と
な
り
ま

し
た
。
時
の
過
ぎ
去
る
の
は
本
当
に
早
い
も
の
。
昨

年
師
走
に
は
思
い
が
け
な
い
こ
と
に
選
挙
が
あ
り
、

私
た
ち
シ
ニ
ア
世
代
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た

ら
す
の
か
心
配
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

編
集
委
員
会
に
初
参
加
し
て
以
来
、
あ
っ
と
い

う
間
の
半
年
、
先
輩
方
に
つ
い
て
い
く
だ
け
が
精
一

杯
の
私
で
す
。 

何
と
か
足
手
ま
と
い
に
な
ら
ぬ
よ
う
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
年
は
雪
も
多
そ
う
・・・。 

積
も
る
雪
に
道
を
見
失
わ
な
い
よ
う
シ
ニ
ア
世

代
の
知
恵
を
も
っ
て
、
若
い
世
代
に
道
を
照
ら
し
て

あ
げ
ら
れ
た
ら
・・・と
願
う
昨
今
で
す
。 

（雅
） 

 

Ｎ
Ｓ
Ｎ
定
例
運
営
連
絡
会 

開
催
メ
モ 

▼
Ｈ
26
年
11
月
22
日(

土)

14
・
00
～
16
・
00 

▼
Ｈ
26
年
12
月
27
日(

土)

14
・
00
～
15
・
30 

連
絡
確
認
事
項 

① 

講
演
会
（Ｗ
Ｈ
Ｃ
ク
ラ
ブ
と
共
催
） 

・第
５
、
６
回
講
演
会
に
つ
い
て 

② 

つ
い
の
住
ま
い
研
究
会 

・研
究
会
及
び
講
演
会
に
つ
い
て 

③ 

シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会 

・開
催
準
備 

④ 

会
報
編
集
委
員
会 

⑤ 

そ
の
他 

      
 

   

 
 

 

 

  オープン参加行事のご案内 

＜問合せ・連絡先 03-5999-4550＞ 編集責任者／丸山敏雄（虹の会） 

 


